
 

 

 

 

 

 

 

読書の魅力 

校長 ○○ ○○   

 

■ 今月の２２日（日）は千歳市で最低気温が氷点下２.５度を観測したそうです。秋を楽しめる小春日和（こは

るびより）は残り少なくなってきたようです。冬を思い起こさせる寒気がやってきて、体調を崩しやすい時期

でもあります。子ども達はもとより、保護者・地域の皆様も体調の変化には十分お気をつけください。 

 

■ さて、秋の季節にお勧めしたいのが読書です。本校では来月には『読書強化週間』があります。また、年間

を通して『朝読書の時間』（毎週の火木）があり、静かな雰囲気の中で選んだ本を読んだり、保護者の方が読み

聞かせを行ったりしています。 

本を読むことで、様々な効果があると言われています。本校の朝読書（１０分）では、①後で続きを読む、

②他の本も読んでみたくなる、③読むジャンルが広がる、などの効果がでています。 

 

■ 更には『知識の蓄積』です。自分が知りたい情報を本から学ぶとき、そのこと以外にも、関連する情報に触

れることになるので、これを繰り返すことにより幅広い知識が身についてきます。人間は言葉で自分の気持ち

を表現することが多いので、読書により語彙や言い回しのバリエーションも増えてきます。そうすると、会話

力や文章力も向上し、より的確に自分の考え（気持ち）を相手に伝えることができたり、より円滑な人間関係

を構築したりと、コミュニケーションにおいても力を発揮できるようになると思います。 

 

■ 想像力と創造力も磨かれます。物語文（小説など）では、自分の知らない未知のお話の世界にどんどんと没

入していきます。主人公の置かれた環境や生き方、人となり、周りの人々の様子など（ほとんどが架空の設定

ですが）、心の中では「どういう様子なのだろう…」「どんな気持ちだったのだろう…」と想像（あらゆる局面

を疑似的に体験する）が膨らみます。そこから、『新たな発見』をして『気付きや学び』につながります。この

繰り返しが、毎日の生活（本の世界から離れた時）においても大いに役立ちます。 

 

■ 私が思う『読書』の魅力は、文章を書いた方（今回は、筆者・著者・作者などの違いには触れません）と時

を超えて場所を問わず会話できることです。極端な例ですが『源氏物語』を読めば、平安時代の『紫式部（む

らさきしきぶ）』の考えに触れることができます。また、本を読めば、実際に『文章を書いた方』に会わなくて

も、描かれているものを知ることができます。 

 

■ 結びになりますが、コロナ感染症が猛威を振るい、子どもたち同士が直接コミュニケーションを行う大切な

機会が制限されました。読書では補いきれませんが、人への優しさや思いやり、時として必要な勇気など、人

と人とがかかわり合う社会で必要不可欠な内面的資質を、人の気持ちを慮（おもんぱか）った想像を繰り返し

ていくことで豊かにしてほしいと願っています。 

  難しいことを書きましたが、子どもたちには、本との素敵な出会いを通して、心がワクワクするような素晴

らしい時間を味わってもらいたいです。 
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防犯書道展  
１０月１５日（日）、千歳市防犯協会防犯書道展表彰式が行われました。今年は、３年生以上が出品しました。

入賞者は、次の４名です。※３年○○○○さん・３年○○○○さん・５年○○○○さん・６年○○○○○さん※ 
北海道ユネスコ大会in千歳 

      １０月２１日（土）、本校の４年生７名（チームゆねすこ）が学校を代表して『ユネスコスクー 

ル活動発表』を行いました。会場に集まった１００名以上もの参加者の前で、アイヌ民族の考え方 

を発信し、「平和と共生の社会」を目指すことの大切さを伝えました。 

全国学力・学習状況調査  
４月に６年生を対象に実施しました、『令和５年度全国学力・学習状況調査』の本校の結果と分析について

お知らせします。この調査は、全国的な児童生徒の学力並びに学習状況を把握し、今後の学習指導に役立て

ることを目的として行っています。本校もそれを踏まえ、調査結果を学力向上の取組に生かしています。 


